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新たな中期計画スタート
農業環境研究と連携・協力

農業環境技術研究所 理事　岡 三徳

　東日本大震災後の今夏、農環研では本格的な調

査・研究シーズンを迎え、恒例の「サマーサイエン

スキャンプ」と「つくばちびっ子博士」を開催しまし

た。大震災後の混乱の中にも、全国から参加した

高校生は環境研究を体験して学び、ちびっ子たち

は網を手に虫を捕り、標本作りに熱中する元気な

姿が見られました。

東日本大震災と原発事故後の活動

　3.11の大震災と津波、これに続く原発事故は、

多くの亡くなられた方々と行方不明者、地域と産

業への膨大な影響から、未曾有の大災害となりま

した。被災者の健康と避難、被災地復興、放射能

汚染と健康への懸念、農水産物の安全性や風評被

害など、いまも続く現在形のことばかりです。東

北の長い沿岸域では、太平洋を望む豊かなくらし

と農村の風景が大きく変わってしまいました。

　農環研では東京電力福島第一原発の事故直後か

ら、農水省や関係各県と連携して、農産物や土壌

の放射性物質濃度の測定等に緊急対応してきまし

た。農水省は8月29日に、福島県を中心に東北・

関東6県の農地土壌における放射性セシウムの濃

度マップを公表しました。農環研は、この濃度マッ

プ作成に向けた土壌採取と分析、地図化の作業に

も、関係各県との連携・協力を図りながら、中心

的役割を果たしました。

　一方で、農環研のウェブサイトでは、研究所が

長年にわたって取り組んできた放射能モニタリン

グ研究についての成果や解説記事の「リンク集」と

ともに、今回の原発事故による土壌・農作物の放

射能汚染に関わる機関の情報・報告書等へのリン

クを集めた「情報ポータル」を公開しています。こ

の両サイトは、放射能とその汚染に対する理解や

リスク管理に有益な情報として、多くの読者から

のアクセスをいただいています。10月7日には、

東京新宿で「放射性物質による土壌の汚染」をテー

マに、第34回農業環境シンポジウムを開催しまし

た。詳細は次号の農環研ニュースで紹介します。

新たな第3期中期計画の下で

　昨年終了した第2期中期計画では、農業環境の

リスク評価と管理技術、農業生態系の構造・機能

解明とこれを支える基盤的研究に取り組み、多く

の研究成果を公表しました。中でも、カドミウム

汚染水田の浄化技術の開発、農耕地からの温室効

果ガス発生量推計の精度向上と抑制効果の定量的

評価、茶草場の二次的自然の評価、生分解性プラ

スチック分解微生物の発見、農業環境資源情報の

データベース化とウェブ公開等が、主要な成果と

なりました。

　こうした基礎研究と技術開発の成果を引き継ぎ、

農環研では、今年度から新たに第3期中期計画を

スタートしました。「地球温暖化にいどむ」「生き

物と共存する農業」「有害物質の管理」「研究情報

の活用」の4つを研究目標の柱とし、これを推進す

る体制も再編・強化しました。もちろん、今後と

も福島県と周辺各県における放射性セシウムのモ

ニタリングとその低減技術の開発は、重要な研究

課題となります。

　福島県の会津には、野口英世博士の揮
き

毫
ごう

による

「鴻
こう

圖
と

」の書があります。“大きな仕事がうまく進む

よう計画を練る"という意です。農環研が担う農業

環境における研究機能と役割を果たすために、計

画を十分に練り、実践し、成果を社会に役立てる

一層の努力と、関係機関との連携による推進が、

いま強く問われていると考えています。今後とも、

皆様の変わらぬご協力とご支援をお願い致します。
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